
めざす成果 施策の展開 取り組み内容 事業名 　担当課

地域防犯活動推進事業 生活あんしん課

地域防犯活動支援事業 生活あんしん課

防犯灯設置事業 生活あんしん課

街頭防犯カメラ整備事業 生活あんしん課

街頭防犯カメラ等維持管理事務 生活あんしん課

地域防犯活動推進事業（再掲） 生活あんしん課

（該当する事務事業）

（該当する事務事業）

（該当する事務事業）

（該当する事務事業）

（該当する事務事業）

実績値
（Ｈ２６）

2,317件

188団体

平成２７年度までの
取り組み内容

まちの健康・安全と安心が感じられるまち

「めざす成果」を達成するための施策展開（ロジックツリー）

総
合
計
画
体
系

　めざす成果

50.0%

事業の廃止・縮減

事業の効率化

その他見直し

構成事業に対する考え方
(事業の量及び実施手法)

・6年連続で減少していた市内の犯罪認知件数が微増したことから、
　今後も警察・関係団体などと連携し、防犯対策、啓発事業を多角
　的、継続的に行い、犯罪認知件数の減少を図ります。振り込め
　詐欺については、30件（前年比4件減）と微減したものの、今後も
　巧妙化する犯行の手口などを注視し、効果的な対策を講じる必要
　があります。
・犯罪の発生を抑止するためには、警察署、行政、市民（地域）が
　三位一体となって継続的に防犯活動に取り組むことが必要であり、
　これからも地域の自主防犯活動団体等への支援を行います。
・街頭防犯カメラは、カメラ台数、設置箇所数ともに県内で最も
　高い数値です。犯罪抑止策としての有用性が確認されていること
　から、引き続き、防犯上有効と考えられる場所に設置を進めます。
・住民が夜間安心して街を歩けるように、自治会と連携し防犯灯の
　効果的な整備を進めます。

今後の展開方針

③
自主防犯活動団体数

指標の名称

①
以前に比べて、大和市の
治安は良くなったと思う
市民の割合

②
年間犯罪発生件数

188団体

平成２８年度「めざす成果」の達成に向けた進行管理シート

３－２－１　犯罪の不安を感じることなく暮らしている

　健康領域・基本目標

中間目標値
（Ｈ２８）

最終目標値
（Ｈ３０）

市民の防犯意識が高まり、地域での防犯活動が定着するとともに、犯罪にあうことが少なくなっ
ています。

後期基本計画

　個別目標 生活の安全性を高める

2,482件 2,230件2,390件

犯罪の不安を感じることなく暮らしている

成
果
を
計
る
主
な
指
標

最終目標値
（Ｈ２５）

34.8%

4,040件

52.9%

3,500件

所　管　部 市民経済部

新規事業の立案

前期基本計画

注）例年どおりの事業展開を予定している事務事業については、特段の
記載をしていません。

実績値
（Ｈ２７）

実績値
（Ｈ２５）

計画策定時
（Ｈ２０）

【犯罪発生件数の減少を図る】
・市民の自主防犯意識を高めるため、警察署や防犯協会等市内防犯活動
　団体と連携し、各種防犯教室や防犯キャンペーンなど犯罪の傾向にあ
　わせた啓発活動を実施しました。さまざまな防犯対策を講じたことに
　より、振り込め詐欺や自転車盗など、市民にとって身近な犯罪は昨年
　と比較し減少しました。一方で、市内の総犯罪認知件数は2,390件と、
　微増（昨年比＋73件）となりました。
・「客引き行為、つきまとい行為等の防止に関する条例」に基づき、大
　和駅周辺における、つきまとい、スカウト行為に対し、安全安心指導
　員が指導を行いました。（16：30～23：00　243日間）
・自主防犯活動団体等に対して、青パト活動経費や青パト車両購入費、
　物品購入費の補助金を15団体（17件）に支出し防犯活動を支援し
　ました。（H26：12団体、15件）
・犯罪発生の抑止及び市民の体感治安の向上を図るため、街頭防犯カメ
　ラを公園及び防犯上特に必要な箇所に25台（10箇所）増設し、既存の
　カメラと合わせて429台（172箇所）となりました。
・自治会等の要望を受け、ＬＥＤ防犯灯を新たに149灯設置し、夜間に
　おける市民の安心感の向上を図りました。

既存事業の拡充

188団体 212団体 228団体

2,100件

50.0%48.8%

3-2-1

①
犯罪の不安を感じることな
く暮らしている

3-2-1-1

②
犯罪発生件数の減少を図
る

関係機関や団体と連携して防

犯活動を行い、市民が防犯意
識と犯罪予防の知識を持ち、
適切な行動を実践できるよう

にする

犯罪が発生しにくい環境を整
備する

③

関係団体が実施する防犯活
動を支援する


